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研究成果の概要 

2024 年度はチーム全体および各グループにて、概ね計画通り進捗した。具体的には、認知効

果の予測と制御グループ（代表 布山）では、不定性を惹起しうる絵画芸術の選定・文学作品中の

区間の推定を行い、また解釈や感情の不定性と没入（移入）状態・美的感覚との関係性について

一定の知見をえた。また、絵画鑑賞時のネガティブ・ポジティブ感情が混ざった混合感情の構造に

ついて特徴づけを行った。観測方法確立グループ（主たる共同研究者 山田）では、量子ゼノン効

果に関する実験を実施し、量子モデルの構築とモデル推定を行った。観測の深度を複数設定した

量子認知実験のプログラミングにも着手した。数理モデル構築グループ（主たる共同研究者 西郷）

では、「圏上のインストルメントの族」の構築方法を発見し、またその圏構造と因果の関係について

も議論を進めた。くわえて、布山グループメンバーと共に量子測定理論をより深く統合することで、

認知・意思決定モデルに対して、より統一的で説明力の高い基盤を提供できることを示した。 

以上から、チーム全体として、文学読解や絵画鑑賞時の量子認知状態の推定、観測、数理モデ

リングの基盤が概ね計画通り構築されつつあると言える。また、今年度は、全 4 回のチームミーティ

ングや月 2 回程度の若手中心での量子認知・量子情報処理関連の勉強会を実施しており、グル

ープを超えたチーム全体での共創的議論と基礎的な知識の蓄積を着実にはかっている。さらに、

海外研究者や国内研究者、ポスドクが研究メンバーに加わり、研究体制もいっそう充実した。国際

ワークショップ（共催）や国内学会でのオーガナイズドセッション開催など、研究の公知・議論の場も

複数設け、本研究領域の発展へつなげる契機を作った。 
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